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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上端が開口した化粧用具収納凹部（７）を備えるコンパクトであって、
　化粧用具収納凹部（７）に収納した化粧用具（９）の一端側を下方押圧によって下方移
動させて他端側を持ち上げるように、化粧用具収納凹部（７）の底壁（１７）の一端側に
下方に弾性変形可能な可動壁部（２９）が設けられていることを特徴とするコンパクト。
【請求項２】
　前記底壁（１７）に、一端部を残して可動壁部（２９）の外周を囲繞するように可動壁
形成溝（３０）が設けられて、前記可動壁部（２９）が底壁（１７）の可動壁形成溝（３
０）の内側に形成されていることを特徴とする請求項１に記載のコンパクト。
【請求項３】
　可動壁部（２９）はその一端部を支点に弾性変形により下方へ傾斜揺動自在とされ、可
動壁部（２９）の他端側に、化粧用具（９）が可動壁部（２９）上を滑降するのを規制す
る滑降規制片（３５）が突設されていることを特徴とする請求項１又は２に記載のコンパ
クト。
【請求項４】
　可動壁部（２９）の他端側に、可動壁部（２９）の下方揺動を規制するように化粧用具
収納凹部（７）の可動壁部（２９）以外の固定側に係合するストッパー（４７）が設けら
れていることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のコンパクト。
【請求項５】
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　前記可動壁部（２９）は、底壁（１７）の一部を他の部分よりも弾性変形し易い弾性材
で構成してなることを特徴とする請求項１に記載のコンパクト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パフ等の化粧用具を収納する化粧用具収納凹部を備えるコンパクトに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　コンパクトには容器本体と容器本体の上端開口を開閉自在に塞ぐ蓋体とを備え、容器本
体に上端が開口した化粧用具収納凹部が設けられたものがある。
　この種の従来のコンパクトには、容器本体の後壁部にパフ（化粧用具）を受ける支持突
片がヒンジピン廻りに回動自在にヒンジ係合され、蓋体を開方向に大きく回動させた際に
、支持突片の後壁部が蓋体後端により圧接されて支持突片が開方向に回動するように構成
されたものがある。この場合、蓋体を大きく開くと同時に支持突片が化粧用具収納凹部の
底壁から上方に揺動して、パフが支持突片と共に上方に揺動して持ち上がるため、持ち上
がった一端部を摘んでパフを容易に取り出して使用することができるようになっている（
例えば特許文献１）。
【０００３】
　また、他の従来のコンパクトには、パフと化粧用具収納凹部の底壁との間の一部に隙間
を設け、隙間に対応するパフの一部を押圧することにより、該一部を下降させてパフの他
端部を持ち上げさせ、これにより、持ち上がったパフの他端部を摘んでパフを容易に取り
出して使用できるようにしたものがある（例えば特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開昭６１－１９７９０６号公報
【特許文献２】登録実用新案３０５３６６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来では、前者の場合、化粧用具収納凹部とは別個に支持突片を設け、これを
回動自在に支持する必要があり、部品数が増えて製造コストも増大するし、コンパクト全
体も分厚くなるという問題があった。
　また、後者の場合、部品数は増えないが、底壁に隙間が必要になるため、コンパクト自
体が分厚くなるし、パフに加工を施すことが必要な場合もあり、この点から製造費用が高
くなるという問題があった。
【０００６】
　本発明は上記問題点に鑑み、部品数を増やさず、コンパクト自体も分厚くならずに済ん
で安価に製造することができ、しかもパフ等の化粧用具を取り出し易くなし得るコンパク
トを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明における課題解決のための具体的手段は、次の通りである。
　この技術的課題を解決する本発明の技術的手段は、上端が開口した化粧用具収納凹部７
を備えるコンパクトであって、
　化粧用具収納凹部７に収納した化粧用具９の一端側を下方押圧によって下方移動させて
他端側を持ち上げるように、化粧用具収納凹部７の底壁１７の一端側に下方に弾性変形可
能な可動壁部２９が設けられている点にある。
【０００８】
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　また、本発明の他の技術的手段は、前記底壁１７に、一端部を残して可動壁部２９の外
周を囲繞するように可動壁形成溝３０が設けられて、前記可動壁部２９が底壁１７の可動
壁形成溝３０の内側に形成されている点にある。
　また、本発明の他の技術的手段は、可動壁部２９はその一端部を支点に弾性変形により
下方へ傾斜揺動自在とされ、可動壁部２９の他端側に、化粧用具９が可動壁部２９上を滑
降するのを規制する滑降規制片３５が突設されている点にある。
【０００９】
　また、本発明の他の技術的手段は、可動壁部２９の他端側に、可動壁部２９の下方揺動
を規制するように化粧用具収納凹部７の可動壁部２９以外の固定側に係合するストッパー
４７が設けられている点にある。
　また、本発明の他の技術的手段は、前記可動壁部２９は、底壁１７の一部を他の部分よ
りも弾性変形し易い弾性材で構成してなる点にある。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、化粧用具収納凹部に収納されたパフの一端側を下方押圧によって下方
移動させて他端側を簡単に持ち上げることができ、これにより、持ち上がった化粧用具の
他端部を摘んで化粧用具を容易に取り出して使用できる。
　しかも、化粧用具収納凹部の底壁に可動壁形成溝を設けたり、底壁の一部を弾性変形し
易い材料で構成したりすることによって、部品数を増やすことなく底壁に可動壁部を設け
ることができ、コンパクト自体が分厚くなるようなこともなくなり、安価に製造すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１実施形態を示すコンパクトの平面図である。
【図２】同図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】第２実施形態を示すコンパクトの平面図である。
【図４】同図３のＢ－Ｂ線断面図である。
【図５】第３実施形態を示すコンパクトの平面図である。
【図６】同図５のＣ－Ｃ線断面図である。
【図７】第４実施形態を示すコンパクトの側面断面図である。
【図８】第５実施形態を示すコンパクトの平面図である。
【図９】同図３のＤ－Ｄ線断面図である。
【図１０】第６実施形態を示すコンパクトの平面図である。
【図１１】同図１０のＥ－Ｅ線断面図である。
【図１２】第７実施形態を示すコンパクトの平面図である。
【図１３】同図１２のＦ－Ｆ線断面図で、（ａ）はパフを化粧用具収納凹部に収納した状
態であり、（ｂ）はパフの他端部を化粧用具収納凹部から持ち上げた状態である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１及び図２は本発明の第１実施形態を示している。図１及び図２において、コンパク
ト１は、容器本体３と容器本体３の上端開口を開閉自在に塞ぐ蓋体４とを備えている。
　容器本体３は、弾性を有する硬質合成樹脂等により左右に長い長方形状に形成されてい
る。容器本体３の左右方向の一方側に、上端が開口した長方形の化粧料収納凹部６が形成
され、他方側に、上端が開口した長方形の化粧用具収納凹部（パフ収納凹部）７が形成さ
れている。化粧料収納凹部６に白粉等の化粧料が収納され、化粧用具収納凹部７に化粧用
具であるパフ９が収納されている。
【００１３】
　而して、容器本体３は、化粧料収納凹部６及び化粧用具収納凹部７の周囲に前壁１１と
後壁１２と左右一対の側壁１３とを有し、化粧料収納凹部６と化粧用具収納凹部７との間
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に仕切り壁１４を有している。化粧料収納凹部６は長方形の薄板状の底壁１５を有し、化
粧用具収納凹部７は長方形の薄板状の底壁１７を有し、容器本体３の後壁１２には左右一
対の支持部１９が突設されている。
【００１４】
　蓋体４は、硬質合成樹脂等により容器本体３に対応する長方形状に形成されている。蓋
体４の後端部に取付部２０が突設されている。取付部２０を左右の支持部１９間に嵌合し
て枢支軸２１を容器本体３の支持部１９及び蓋体４の取付部２０に打ち込むことにより、
蓋体４が、取付部２０を介して容器本体３の後壁１２に枢支軸２１廻りに開閉自在になる
ようにヒンジ結合されている。
【００１５】
　容器本体３の前壁１１に、係止凹部２３が設けられ、係止凹部２３の内壁上部に前方突
出した係止部２４が設けられている。蓋体４の前端部には、下方に向けて鉤形に突出した
係合部２５が設けられ、該係合部２５は弾性変形によって係止部２４に下側から係脱自在
に係合し、これにより蓋体４を閉塞状態に保持するようになっている。
　蓋体４の内面側に、鏡体２７が設けられている。鏡体２７はその鏡面を容器本体３側に
向けた状態で蓋体４に埋設固定されている。
【００１６】
　化粧用具収納凹部７の底壁１７の後端側（一端側）に下方に弾性変形可能な可動壁部２
９が設けられている。底壁１７の後端側に平面視で前方が開口したコの字状の可動壁形成
溝３０が形成され、可動壁形成溝３０は左右方向の後溝部３２と前後方向の左右一対の側
溝部３３とを有している。而して、一端部を残して可動壁部２９の外周を囲繞するように
可動壁形成溝３０が底壁１７に設けられて、可動壁部２９が底壁１７の可動壁形成溝３０
の内側に形成され、可動壁部２９の前方に固定壁部３１が形成されている。
【００１７】
　従って、可動壁部２９はその前端部（１点鎖線Ｆ１）を支点に弾性変形により下方へ傾
斜揺動自在とされており、化粧用具収納凹部７に収納したパフ９の後端側（一端側）を下
方に押圧することによって、可動壁部２９が前端部を支点に後下がりに傾斜揺動して、化
粧用具収納凹部７の下面よりも下方に突出し、これによりパフ９が可動壁部２９の前端部
（１点鎖線Ｆ１）を支点に揺動し、パフ９の後端側（一端側）を下方移動させてパフ９の
前端側（他端側）を持ち上げるようになっている。
【００１８】
　可動壁部２９の後端側（他端側）に、パフ９が可動壁部２９上を後方に滑降するのを規
制する滑降規制片３５が上方突設されている。
　前記第１実施形態によれば、パフ９を使用して化粧をする場合、コンパクト１の蓋体４
を開いた後、図２に示すように、化粧用具収納凹部７に収納したパフ９の後端側を指で下
方に押圧すると、可動壁部２９がその前端部（１点鎖線Ｆ１）を支点に弾性変形により下
方へ傾斜揺動して、可動壁部２９が化粧用具収納凹部７の下面よりも下方に突出し、これ
によりパフ２９が可動壁部２９の前端部（１点鎖線Ｆ１）を支点に揺動し、パフ９の後端
側を下方移動させてパフ９の前端側が持ち上がる。
【００１９】
　従って、その持ち上がったパフ９の前部を指で摘んでパフ９を容易に取り出して使用で
きる。また、押圧を解除することによって、可動壁部２９は弾性変形の復元力によって元
の水平な状態に自動的に戻るため、パフ９を使用した後は、パフ９を従来通り化粧用具収
納凹部７に簡単に収納することができる。
　また、可動壁部２９が下方へ傾斜揺動した際に、パフ９が可動壁部２９上を後方に滑降
するのを滑降規制片３５によって規制することができるため、パフ９が滑降して可動壁部
２９から後方に突出するのを防止でき、下方へ傾斜揺動した可動壁部２９が元の水平な状
態に戻るときに、パフ９が可動壁部２９と後壁１２との間に挟まるのを未然に防止し得る
。
【００２０】
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　また、鏡体２７を見たい場合には、蓋体４を図２に示すように開けばよく、簡単に鏡体
２７を見ることができ、この際に、可動壁部２９が下方へ傾斜揺動することはなくなり、
従来（特許文献１）のように鏡を見るときに不必要にパフの前端側が持ち上がるようなこ
ともなくなる。
　しかも、化粧用具収納凹部７の底壁１７に可動壁形成溝３０を設けることによって、部
品数を増やすことなく底壁１７に可動壁部２９を簡単に形成することができ、コンパクト
１自体が分厚くなるようなこともなくなり、コンパクト１を安価かつ簡単に製造すること
ができる。
【００２１】
　図３及び図４は第２実施形態を示し、底壁１７の前端側に、可動壁形成溝３０に対向し
て平面視で後方が開口したコの字状の第２可動壁形成溝３８が形成され、第２可動壁形成
溝３８は左右方向の前溝部３９と前後方向の左右一対の側溝部４０とを有している。第２
可動壁形成溝３８はその左右幅が可動壁形成溝３０の左右幅よりも小さく、左右側溝部４
０の後部は可動壁形成溝３０における左右側溝部３３の前部の左右方向内側に配置されて
いる。
【００２２】
　而して、底壁１７の第２可動壁形成溝３８の内側に第２可動壁部３４が形成され、第２
可動壁部３４は可動壁部２９の前端部（１点鎖線Ｆ１）を支点に可動壁部２９に連動して
弾性変形によって前上がりに傾斜揺動するようになっている。その他の点は第１実施形態
の場合と同様の構成である。
　第２実施形態の場合、化粧用具収納凹部７に収納したパフ９の後部を指で下方に押圧す
ると、可動壁部２９がその前端部（１点鎖線Ｆ１）を支点に弾性変形により下方へ傾斜揺
動すると共に、第２可動壁部３４はその後端部（１点鎖線Ｆ１）を支点に可動壁部２９に
連動して弾性変形によって前上がりに傾斜揺動し、これによりパフ９が可動壁部２９の前
端部（１点鎖線Ｆ１）を支点に揺動し、パフ９の後端側（一端側）を下方移動させてパフ
９の前端側（他端側）が持ち上がり、その持ち上がったパフ９の前端部を指で摘んでパフ
９を容易に取り出して使用できる。
【００２３】
　図５及び図６は第３実施形態を示し、可動壁形成溝３０の左右側溝部３３が前方に向け
て長く形成され、底壁１７の可動壁形成溝３０の内側に、平面視で前方が開口したコの字
状の第２可動壁形成溝３８が形成され、この第２可動壁形成溝３８は左右方向の後溝部４
３と前後方向の左右一対の側溝部４４とを有している。第２可動壁形成溝３８の形成によ
り、可動壁部２９には長方板形状の可動壁部本体から前方突出した左右一対の支持脚４６
が具備され、可動壁部２９の前方に固定壁部３１が形成され、可動壁部２９は左右支持脚
４６の前端部（１点鎖線Ｆ１）を支点に弾性変形により後下がりに下方揺動し、これによ
りパフ９が固定壁部３１の前端部（実線Ｆ２）を支点に揺動し、パフ９の後端側（一端側
）を下方移動させてパフ９の前端側（他端側）がより大きく持ち上がるように構成されて
いる。その点は前記第１実施形態の場合と同様の構成である。
【００２４】
　図７は第４実施形態を示し、可動壁部２９の他端側である滑降規制片３５の上部にスト
ッパー４７が後方突設され、化粧用具収納凹部７の可動壁部２９以外の固定側である後壁
１２の下部に受け片４８が前方突設されており、可動壁部２９が前端部（１点鎖線Ｆ１）
を支点に後下がり傾斜揺動したときにストッパー４７が受け片４８に上側から当接し、こ
れにより可動壁部２９の下方揺動を規制するようになっている。その他の点は第３実施形
態の場合と同様の構成である。
【００２５】
　図８及び図９は第５実施形態を示し、底壁１７の後端側に、平面視で左右方向外方が開
口したコの字状又はＣ字状の可動壁形成溝３０が背中合わせに左右一対設けられている。
この左右の可動壁形成溝３０は底壁１７の左右方向中央部で連続一体に形成されている。
底壁１７の各可動壁形成溝３０の内側に、左右一対の可動壁部２９がそれぞれ形成され、
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これら可動壁部２９の前方に固定壁部３１が形成されており、各可動壁部２９は左右方向
外端部（１点鎖線Ｆ１）を支点に、左右方向の内方下がりに弾性変形によって下方傾斜す
るようになっている。
【００２６】
　この場合、化粧用具収納凹部７に収納したパフ９の後端側を指で下方に押圧すると、左
右の可動壁部２９が左右方向外端部（１点鎖線Ｆ１）を支点に弾性変形により下方へ傾斜
揺動し、これによりパフ９が固定壁部３１の後端部（実線Ｆ２）を支点に揺動し、パフ９
の後端側を下方移動させてパフ９の前端側（他端側）が大きく持ち上がり、その持ち上が
ったパフ９の前端部を指で摘んでパフ９を容易に取り出して使用できる。
【００２７】
　なお、この第５実施形態の場合、パフ９が可動壁部２９を滑降するのを規制する滑降規
制片３５が省略されているが、これを左右可動壁部２９の左右方向内端部にそれぞれ突設
するようにしてもよい。
　図１０及び図１１は第６実施形態を示し、可動壁部２９の後端部から左右両端部に亘っ
て左右突出片５１と後突出片５２とを平面視コの字状に一体に上方突設したものであり、
後突出片５２がパフ９の滑降を規制する滑降規制片３５とされている。その他の点は第１
実施形態の場合と同様の構成である。
【００２８】
　この第６実施形態の場合、可動壁部２９が傾斜揺動した際に滑降規制片３５（後突出片
５２）によってパフ９が滑降するのを防ぐと共に、パフ９が左右に不測に移動するのを左
右突出片５１によって防ぐことができ、パフ９が可動壁部２９から不測に後方及び左右に
突出して、パフ９が可動壁部２９と後壁１２との間に挟まるのをより確実に防止し得る。
また、可動壁部２９が傾斜揺動した際に、容器本体３の後方や側方から化粧用具収納凹部
７内が見えなくなるように左右突出片５１と後突出片５２とで隠すことができ、体裁がよ
くなる。
【００２９】
　図１２及び図１３は第７実施形態を示し、前壁１１及び後壁１２等と一体に硬質合成樹
脂等により構成された底壁本体５４の前部に開口部５５が設けられ、底壁本体５４上に柔
軟で弾性に富むエラストマー等の弾性材で構成したカバー壁５６が敷設され、カバー壁５
６には開口部５５に嵌合する可動壁部２９が一体に下方突設されており、可動壁部２９で
開口部５５を塞いでいる。従って、底壁１７は底壁本体５４とカバー壁５６と可動壁部２
９とを備えてなり、可動壁部２９は、底壁１７の一部を他の部分よりも弾性変形し易い弾
性材で構成してなる。
【００３０】
　この第７実施形態の場合、図１３（ａ）に示すように蓋体４を開いた状態から図１３（
ｂ）に示すように化粧用具収納凹部７に収納したパフ９の後端側を指で下方に押圧すると
、可動壁部２９が下方に弾性変形し、パフ９の後端側を下方移動させてパフ９の前端側が
持ち上がり、その持ち上がったパフ９の前端部を指で摘んでパフ９を容易に取り出して使
用できる。
【００３１】
　なお、前記実施形態では、可動壁部２９は底壁１７の可動壁形成溝３０の内側に形成し
てなり、又は底壁１７の一部を他の部分よりも弾性変形し易い弾性材で構成してなるが、
可動壁部２９はこのようなものに限定されず、可動壁部２９は化粧用具収納凹部７の底壁
１７の一端側に下方に弾性変形可能に構成されていればよい。
　また、前記実施形態では、化粧用具収納凹部７の底壁１７の後端側に可動壁部２９を設
けているが、これに代え、底壁１７の前端側に可動壁部２９を設けるようにしてもよい。
この場合、例えば、底壁１７の前端側に平面視で後方が開口したコの字状の可動壁形成溝
３０を形成し、可動壁部２９がその後端部を支点に弾性変形によって前下がりに傾斜揺動
するようにしてもよい。
【００３２】
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　また、化粧用具収納凹部７に収納される化粧用具はパフ９に限定されず、化粧用ブラシ
その他の化粧用具であってもよい。
　また、前記実施形態では、容器本体３に化粧料収納凹部６と化粧用具収納凹部７とが左
右に形成されているが、これに代え、容器本体３に化粧料収納凹部６と化粧用具収納凹部
７とが前後に形成されていてもよいし、２段に形成されていてもよい。
【００３３】
　また、前記第１～第６実施形態では、底壁１７に平面視でコの字状の可動壁形成溝３０
が形成されて、可動壁部２９が長方形板状に形成されているが、これに代えて、底壁１７
に平面視でＬ字状の可動壁形成溝３０を形成して、可動壁部２９を三角板状に形成するよ
うにしてもよい。
　また、本発明が適用される化粧用のコンパクト１は、化粧用具収納凹部７を備えていれ
ばよく、化粧料収納凹部６や鏡体２７がないものであってもよい。
【符号の説明】
【００３４】
　１　　　コンパクト
　７　　　化粧用具収納凹部
　９　　　パフ（化粧用具）
　１７　　底壁
　２９　　可動壁部
　３０　　可動壁形成溝
　３５　　滑降規制片
　４７　　ストッパー

【図１】 【図２】
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